
２
０
１
３
年
春
闘
の
指
標
と

な
る
Ｊ
Ｒ
各
社
の
業
績
見
通
し

は
、
各
社
と
も
に
国
内
経
済
の

回
復
基
調
と
震
災
か
ら
の
復
興

景
気
に
後
押
し
さ
れ
、
増
収
・

増
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
２
０
１
３
年

度
３
月
期
第
一
四
半
期
決
算
は
、

営
業
収

益
６
,
４

５
３

億
円

（
前
年
同
期
１
１
３
.
４
％
）
、

営
業
利

益
１
,
２

５
９

億
円

（
同
１
６
１
.
１
％
）
、
経
常

利
益
１
,
０
７
５
億
円
（
同
１

９
５
.
８
％
）
と
な
り
、
第
一

四
半
期
と
し
て
は
営
業
利
益
、

経
常
利
益
と
も
に
過
去
最
高
と

な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
平
成
２
３
年
度

決
算
で
は
、
鉄
道
貨
物
輸
送
量

が
震
災
に
よ
る
生
産
活
動
の
低

迷
に
加
え
、
急
激
に
進
ん
だ
円

高
の
影
響
等
で
、
コ
ン
テ
ナ
貨

物
、
車
扱
貨
物
で
前
年
を
大
き

く
下
回
っ
た
た
め
、
営
業
収
益
、

営
業
利
益
と
も
に
減
少
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
営
業
外
損
益
を
加

味
し
た
経
常
利
益
で
は
１
億
円

を
確
保
し
た
も
の
の
、
次
年
度

以
降
に
お
け
る
法
人
税
率
見
直

し
の
影
響
に
よ
る
繰
延
税
金
資

産
の
取
崩
し
に
よ
り
、
５
億
円

の
当
期
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る

と
２
０
１
２
年
か
ら
１
３
年
に

か
け
て
の
日
本
経
済
の
見
通
し

で
は
、
２
０
１
２
年
１
〜
３
月

期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
１
.

０
％
（
年
率
４
.
１
％
）
と
高

め
の
成
長
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
復
興
需
要
の
本
格
化
に

よ
る
回
復
基
調
の
明
確
化
、
消

費
や
設
備
投
資
も
堅
調
に
推
移

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
輸
出

減
速
に
も
歯
止
め
が
か
か
り
、

緩
や
か
な
回
復
に
向
か
い
、
２

０
１
２
年
度
は
２
％
台
半
ば
の

成
長
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る

と
し
て
い
ま
す
。

２０１２年１０月２４日 こくろう み と 第２５号

８

３

，

０

３

３

円

の

春

闘

要

求

を

集

約

安

全

・

安

心

な

車

両

を

提

供

安心して暮らせる
賃上げを勝ち取ろう

全
組
合
員
が
一
丸

と
な
り
、
組
織
拡

大
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
。
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第
24
回
東
日
本
運

転
協
議
会
定
期
委
員

会
が
10
月
11
日
、
新

橋
・
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
委
員
会

を
傍
聴
す
る
立
場
で

参
加
し
、
特
に
10
月

１
日
に
強
行
実
施
さ

れ
た
「
グ
ー
ル
プ
会

社
と
一
体
と
な
っ
た

業
務
体
制
の
さ
れ
な
る
推
進
」
に
つ
い
て
、
各
地
方

で
出
さ
れ
た
意
見
に
耳
を
傾
け
勉
強
し
て
来
ま
し
た
。

東
本
部
運
転
協
議
会
は
、
検
修
外
注
化
施
策
が
提

案
さ
れ
て
以
降
、
終
始
一
貫
し
て
反
対
の
立
場
で
様
々

な
反
対
運
動
を
展
開
し
て
来
ま
し
た
。
基
本
要
求
の

柱
に
は
①
「
安
全
・
安
心
な
車
両
を
提
供
し
て
い
く
」

立
場
で
、
車
両
検
修
業
務
を
担
っ
て
行
け
る
の
か
②

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
・
偽
装
請
負
の

疑
念
を
払
拭
で
き
な
い
施
策
③
出
向
者
の
労
働
条
件

に
つ
い
て
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
こ
の
施
策
が

私
た
ち
の
求
め
る
検
修
業
務
体
制
と
相
容
れ
な
い
内

容
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
施
策
に
反
対
す
る
基
本
要

求
を
作
成
し
団
体
交
渉
に
臨
ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
は
、
施
策
が
強
引
に
実
施
が
さ
れ
団

体
交
渉
で
確
認
さ
れ
て
き
た
事
項
に
つ
い
て
十
分
に

守
ら
れ
て
い
な
い
等
の
問
題
点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
乗
務
員
勤
務
で
は
「
食
う
・
寝
る
・
ト
イ
レ
」

や
「
40
条
予
備
」
の
扱
い
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
・

点
検
活
動
を
更
に
強
化
し
、
要
求
の
前
進
を
図
る
こ

と
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。（

文
責

・
坂
本
公
則
）

２０１３年度賃金・生活実態アンケート調査

２０１３年度賃金・生活実態アンケート調査は、分会・班

の協力より全分会から報告を頂き集約が出来ました。既に本

部へ来春闘に向けた要求額（８３、０３３円）を提出しまし

た。組合員のみなさん有り難うございました。

◆調査項目から（抜粋）◆

①年齢：平均５３．７歳

②勤続年数：３４．１年

③赤字とその補てん：39,067円で期末手当から補てんする

が約87.5％、預貯金からが79.2％と回答。

④節約している支出：衣類、外食、旅行、小遣いの順番。

⑤貯蓄の目的：老後、借金、家計、教育の順番。

⑥今日の生活で改善したい項目：税金・社会保障、年金、労

働条件、借金、住宅の順番。

⑦来春闘の要求額：６万円以上が46,７％と最も多く、２０

１３年春闘に大きな期待を寄せています。


